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要旨 

 

 「留学生 30 万人計画」及び入管法が改正されたことで、日本における外国人の数は増加

し、習慣や文化が異なる人とコミュニケーションする機会が今後ますます増えると予想さ

れる。人々は毎日の生活の中で、さまざまな言語行動を行っているが、その中で、「ほめ」

という言語行動は、頻繁に使われている言語表現の一つである。適切なほめ表現を使うと、

互いの心理的距離を近づけ、円滑な人間関係を築くことができるが、逆に、誤解や戸惑い

を招いてしまう恐れもあり得るという指摘もある（小玉 1993 など）。異文化コミュニケー

ションが頻繁になっている現在において、お互いに何をほめの対象とし、どのようにほめ

るか、更に、ほめられた時にどう返事するかについて知らないと、誤解や戸惑いなどを招

きやすいのではないだろうか。 

 稿者は、来日直後に、日本人の友人から「日本語が上手ですね」としばしばほめられる

ことがあった。しかし、その時、友人が本当に心から稿者の日本語能力をほめているのか

疑わしく思っていた。また、中国の大学で日本語を学習した経験から、日本人はほめられ

た時に、否定的な返答をすべきだというステレオタイプ的な思い込みがあったので、その

時の「日本語上手ですね」に対して、稿者は「いいえ、まだまだです」と一つ覚えの答え

を繰り返すばかりだった。しかし、来日後しばらくすると、多様な日本人と接する中で、

次第に「ほめ」への肯定的な返答も珍しくないということに気がついた。果たして「ほめ」

に対して、どのように返答するのが適切なのだろうか。このほめとほめへの返答に対する

疑問が「ほめ」の言語行動について研究しようと考えたきっかけである。  

 そこで、本研究では以下の三つの課題を設定した。RQ1.中日両言語の「ほめ」表現の特

徴はどのようなものか。RQ2.中日母語話者の「ほめ」に対する意識はどのようなものか。

RQ3.日本語教育現場において、どのような「ほめ」の指導が効果的であろうか。 

 調査は、上下・親疎・性差・年齢差という四つの変数をコントロールし、20 代の女性同

士や親しい友人間で交わされる「ほめ」に注目して行った。ドラマの会話、アンケート、

インタビュー調査を通して、以下のような考察結果が得られた。1）ほめる際に、日本語で

は、親しい友人でも相手に配慮しながら「肯定的評価語のみ使用」あるいは緩和表現を使

用する。一方、中国語では、自分の意見などを説明し、「肯定的評価語の使用＋他の情報」

を用いて、お互いに相手の領域に立ち入ることで、親しさを表す。また、親しみを感じさ

せ、ほめの内容をより確実にするために、「肯定的評価語＋冗談」、「没想到＋肯定的評価語」

のような非難、嫌味にも聞こえるほめの表現も現れた。2）返答する際に、日本語では素直

に受け入れる傾向がある。しかし、ただそのまま素直に受け入れるだけではなく、「ありが

とう」で返答することで、礼儀、嬉しい気持も同時に表している。一方、中国語では、直

ぐに次の話題に移るという返答表現が高頻度を占めている。また、交流の空気を調整し、

照れを隠すために「冗談」、「自画自賛」、「当然」、「自慢」を使用することも好まれる。3）

アンケート調査とインタビュー調査を通して、中日の言語習慣や文化が異なることによる、

感謝や喜びを表わす返答と冗談っぽいほめ、返答の表現方法などに対する解釈と理解の相

違が見られた。4）中日ともに肯定的評価語を用いることでほめを行う。また、親しい人に

ほめられた時、中日ともに「否定」の返答が少ない。5）中日ともに、「才能」、「遂行」、「行

動」を重視する傾向が強く、「ほめ」の対象となりやすい。6）親しい人と付き合う時には、
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相手との関係を崩す心配も比較的少ないため、中日ともにほめの対象も多種多様に使われ

ている。 

 最後に、学習者が実際に母語話者とコミュニケーションする時に誤解を招かないように

するためにはどのように指導すればいいかという日本語教育の視点から、本稿の調査結果

に基づいて、「教室内」と「教室外」に分けて、改善案を提案した。 

 しかしながら、ドラマの会話は日常生活と比べてほめの言語行動のトピックが限られて

いるというデメリットがある。この点を補うためには、現実生活からほめの会話を集めて

調査を行う必要があると思われる。また、本稿では、限られた数のデータに見られた傾向

を示したが、さらにデータを増やし、詳細な分析・検証が急務であろう。これらを今後の

研究課題としたい。 
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